
働く世代の女性支援のためのがん検診未受診者緊急支援事業 平成２７年度概算要求額：６４百万円宿泊型新保健指導試行事業 Q＆A集

Q宿泊型新保健指導試行事業 保健指導プログラム ＰＤＣＡについて

A：本事業を通じて、宿泊型新保健指導（スマート・ライフ・ステイ）プロ
グラムを試行し、効果検証を行い、検証結果を用いてプログラムの改訂等を
行います。

そのためには、プログラム改訂に向けたＰＤＣＡサイクルを、プログラム
管理者が責任者となり、回していただくことになります。

具体的には、事業計画時に研究班への事前相談、及び事前研修を受け、計
画を策定します。（Ｐｌａｎ）
計画に従ってプログラムを実施します。（Ｄｏ）

プログラム事業評価シート※を用いて、定期的に研究班へ報告しプログラ
ムの評価を行います。（Ｃｈｅｃｋ）
評価を踏まえ、プログラムの改善点を検討します。（Ａｃｔｉｏｎ）
改善点を反映させた、プログラムを策定します。（Ｐｌａｎ）

※プログラム事業評価シート：様式は別途お示しします。


